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今月のプレ
ゼント

「トコトコ歩いて行きたい」観光特産品協会オススメのよかとこ（良いところ）をご紹介！

　

川
崎
染
工
場
は
、
志
布
志
町
で
旗
や
の

れ
ん
、
ハ
ッ
ピ
な
ど
を
作
っ
て
お
り
、
漁

船
や
飲
食
店
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
を
支

え
る
お
店
で
す
。

　

後
継
者
不
足
な
ど
を
背
景
に
、
手
染
め

で
商
品
を
作
れ
る
工
場
は
、
大
隅
半
島
で

は
川
崎
染
工
場
だ
け
で
、
県
内
で
も
３
社

し
か
な
い
そ
う
で
す
。
店
主
の
川
崎
成
浩

さ
ん
は
、
初
代
で
あ
る
祖
父
の
仕
事
を
見

て
育
ち
、
２
代
目
で
あ
る
父
を
手
伝
い
仕

事
を
覚
え
、
31
年
前
に
３
代
目
と
し
て
店

を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

手
染
め
の
主
な
工
程
は
、
下
地
・
の
り

置
き
・
色
さ
し
・
縫
製
で
す
が
、
川
崎
さ

ん
は
特
に
、
色
さ
し
し
た
商
品
の
の
り
を

洗
う
た
め
に
、
水
に
入
れ
る
と
き
が
特
に

慎
重
に
行
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
染
め
た
て
で
ま
だ
濡
れ
て
い
る
と

き
と
、
の
り
を
洗
い
乾
燥
さ
せ
た
と
き
で

は
色
が
違
う
た
め
、
完
成
を
想
像
し
な
が

ら
色
の
素
材
を
混
ぜ
る
の
が
難
し
い
そ
う

で
す
。

　
〝
仕
事
は
丁
寧
に
〟
を
い
つ
も
心
が
け
、

職
人
の
技
術
を
守
る
川
崎
染
工
場
。
店
主

の
川
崎
さ
ん
の
優
し
く
職
人
気
質
な
人
柄

が
素
敵
で
し
た
。

川崎染工場
店舗情報：
志布志町志布志 1-9-23
℡：472-1511
定休日：日曜日

～今月のお店～

▲�ぽっぽマルシェのフラッグとお釈迦
　まつりのハッピ（川崎染工場で作成）

イベントや行政情報、最新の話題は
「しぶしトピックス」で情報発信！

ご自分の家紋などを入

れた「オリジナル額」

を１名様にプレゼント。

詳しくは、32 ページを

ご覧ください。

ＳＮＳ

もくじ contents

Blog「わたしの、しぶし」
地域おこし協力隊　谷村隊員が運営中！

志布志の人が嬉しくなる「当たり前」情報
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平
成
31
年
の
市
政
運
営
を
、
第
２
次
志
布
志
市
総
合
振

興
計
画
の「
７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
」に
沿
っ
て
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
基
本
目
標
１
【
都
市
基
盤
】

�「
郷
と
郷
」「
人
と
人
」「
物
と
物
」
の
つ
な
が
り
が

あ
る
ま
ち　

志
布
志
港
の
利
用
促
進
：

　

昨
年
の
志
布
志
港
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
は
、

過
去
最
高
と
な
る
10
万
６
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ（
速
報
値
）。
今
後
は
、

12
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
新
た
な
目
標
に
設
定
し
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物

取
扱
い
の
利
用
促
進
や
官
民
一
体
と
な
っ
た
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
５
月
と
９
月
に
就
航
し
た
新
造
船
「
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
」
の
強
み
を
生
か
し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

一
般
・
団
体
旅
客
の
確
保
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど

志
布
志
大
阪
航
路
の
更
な
る
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
政
策
：

　

平
成
31
年
３
月
策
定
の
「
志
布
志
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
に
基
づ
き
、
３
か
年
の
計
画
期
間
と
し
て
推

進
し
、
誰
も
が
ス
ム
ー
ズ
に
市
内
を
移
動
で
き
る
「
移
動

網
」
を
目
指
す
た
め
、本
市
独
自
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

情
報
化
の
整
備
・
推
進
：

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
「
し
ぶ
し
志
ネ
ッ
ト
」
の
Ｉ
Ｒ

Ｕ
契
約
期
間
満
了
の
到
来
に
備
え
て
、
新
た
な
運
営
手
法

に
関
す
る
協
議
・
検
討
を
行
い
、
地
域
活
性
化
及
び
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
基
本
目
標
２
【
生
活
環
境
】

自
然
や
風
土
と
共
生
す
る
安
心
で
豊
か
な
ま
ち

住
宅
政
策
：

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
を
活
用
し
た
安
全
・
安
心

な
住
ま
い
の
形
成
に
努
め
、
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
や

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
及
び
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
活
用
に
よ
る
空
き
家
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

定
住
交
流
の
推
進
：

　

尾
野
見
地
区
の
７
区
画
の
定
住
促
進
住
宅
用
地
の
分
譲

を
開
始
。
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
や
お
試
し
移
住

体
験
ツ
ア
ー
に
よ
る
移
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
県

や
か
ご
し
ま
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
男

女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

関
係
人
口
の
創
出
：

　

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
対
策
の
一
翼
を
担
う
「
関
係
人

口
」
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。「
関
係
人
口
」
は
、
移
住

す
る
「
定
住
人
口
」
や
観
光
な
ど
で
訪
れ
る
「
交
流
人
口
」

と
は
違
い
、
都
市
住
民
が
本
市
と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り

を
持
つ
機
会
と
き
っ
か
け
づ
く
り
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
外
の
人
材
か
ら
知
恵
や
力
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で

す
。
将
来
的
な
移
住
に
結
び
付
く
よ
う
、
中
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
段
階
的
な
移
住
・
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
を
構

築
し
ま
す
。

良
質
で
安
定
し
た
水
の
供
給
：

　

合
理
的
で
健
全
な
運
営
体
制
を
構
築
し
、
維
持
管
理
体

制
の
整
備
及
び
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
効
果
的
な
施

設
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

環
境
行
政
の
推
進
：

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
が
分
別
で
き
れ
ば
一
般
ご
み
を
再

分
別
し
、
可
燃
性
の
も
の
は

固
形
燃
料
化
す
る
こ
と
で
、

最
終
処
分
場
の
埋
立
量
を
大

幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

２
年
間
で
実
施
し
て
い
る
可

能
性
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

事
業
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

本
市
の
環
境
に
関
す
る
最

上
位
の
計
画
で
あ
る
「
志
布

志
市
環
境
基
本
計
画
」
が
計
画
期
間
10
年
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
根
幹
で

あ
る｢

も
の
を
大
切
に
、
人
を
大
切
に｣

と
い
う
基
本
理

念
の
下
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
更
に
深
化
し
た

計
画
策
定
に
努
め
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
：

　

災
害
対
応
の
中
心
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強

化
を
図
る
事
業
を
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
消

防
団
は
、
再
編
に
よ
る
組
織
力
強
化
の
た
め
の
詰
所
整
備

を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

津
波
対
策
は
、
昨
年
度
作
成
し
た
「
志
布
志
市
津
波
防

災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」、「
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業

計
画
」
及
び
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

を
基
に
、
具
体
的
な
施
設
の
構
造
、
場
所
等
に
つ
い
て
地

元
と
の
調
整
、
検
討
を
図
り
、
避
難
経
路
を
示
す
案
内
看

板
等
の
整
備
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
志
布
志
港
で
は
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て

の
整
備
が
飛
躍
的
に
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
併
せ
て
東

九
州
自
動
車
道
及
び
都
城
志
布
志
道
路
の
全
線
開
通
に
向

け
た
年
次
的
な
整
備
が
進
み
、
臨
海
工
業
団
地
の
分
譲
や

企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
な
い
要
望
を
受
け
て

い
ま
す
。
志
布
志
港
が
南
九
州
の
物
流
拠
点
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
で
、
国
内
全
体
の
産
業
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
末
時

点
で
31
億
円
を
超
え
、
前
年
度
を
上
回
り
、
過
去
最
高
を

記
録
す
る
大
変
喜
ば
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

市
内
生
産
者
、
関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
、

東
京
駐
在
所
開
設
に
よ
る
寄
附
者
と
の
継
続
的
な
関
係
強

化
の
取
組
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　

合
併
し
て
13
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
市
の
飛
躍
的

な
発
展
の
礎
は
、
ま
さ
し
く
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
っ
て
築
か
れ
、
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
後
世
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命

で
す
。
先
人
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
尊
敬
と
感
謝
の

念
を
抱
き
な
が
ら
、
未
来
へ
向
け
更
に
発
展
し
続
け
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
は
、″
市
民
目
線
で
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を

市
政
推
進
の
政
治
理
念
に
掲
げ
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
４
つ
の
行
政
経
営
指
針
〝
顧
客
満
足
度
志
向
・

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
成
果
主
義
・
先
手
管
理
〟
を
基
本
的
な

柱
と
し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
職
員

一
人
ひ
と
り
が
行
政
の
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
と
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
る
こ
と
で
、「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
・

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
」
の
実
現

が
よ
り
一
層
加
速
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長
就
任
２
年
目
を
迎
え
る
平
成
31
年
度
は
、「
平
成
」

最
後
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
誕
生

し
た
「
志
布
志
市
」
も
今
ま
さ
に
形
成
期
か
ら
発
展
、
そ

し
て
成
熟
期
へ
大
き
く
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
元
号
に
よ
る
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
が
、
本
市
の
将
来

都
市
像
で
あ
る
「
未
来
へ
躍
動
す
る
創
造
都
市　

志
布
志
」

の
着
実
な
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
全
力
で
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　

志
布
志
市
長

平
成
31
年
第
１
回
志
布
志
市
議
会
定
例
会
で
、
市
長
が
市
政

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
表
明
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。（
施
政
方
針

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

平
成
31
年
度
施
政
方
針

「行ってみたいまち・住んでみたいまち・
　　　　　住んでよかったまち」を目指して――

平成 31 年度施策方針
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大
規
模
災
害
発
生
時
に
行
政
と
し
て
の
業
務
が
滞
る
こ

と
な
く
、
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
「
志
布

志
市
業
務
継
続
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
等
に
備
え
る
た
め
、
事
前
防
災
・
減
災
と

迅
速
な
復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を
ま
ち
づ
く
り
政
策
や

産
業
政
策
も
含
め
た
総
合
的
な
取
組
と
し
て
計
画
的
に
実

施
し
、
強
靭
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
志
布
志
市
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

警
察
及
び
防
犯
協
会
と
連
携
し
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被

害
防
止
広
報
や
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
り
、
声
か
け
・
見

守
り
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
犯
罪
発
生
率
の
低
い
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
に
よ
る
自
主
的
な
免

許
証
返
納
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

の
発
生
防
止
を
図
り
ま
す
。

◆
基
本
目
標
３
【
産
業
経
済
】

大
地
の
力
と
海
の
恵
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

企
業
立
地
の
促
進
：

　

積
極
的
な
企
業
誘
致
及
び
雇
用
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、
立
地
協
定
を
締
結
し
た
企
業
の
新
規
雇
用
計
画
に
対

し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
も
連
携
し
て
雇
用
者
確
保
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

臨
海
工
業
団
地
に
隣
接
し
て
い
る
市
道
香
月
線
の
延
伸

整
備
と
併
せ
て
分
譲
地
の
拡
大
を
図
り
、
４
工
区
及
び
５

工
区
の
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
開
発
・
造
成
す
る
整
備
事
業

を
進
め
ま
す
。

農
業
振
興
：

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
継
続
的
な
発
展
を
維

持
す
る
た
め
、
農
業
公
社
と
の
連
携
に
よ
る
研
修
受
入
れ

の
推
進
、
新
規
就
農
者
の
育
成
、
国
の
制
度
の
活
用
に
よ

る
研
修
事
業
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
志
布
志
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
を
翌
年
度
に
か
け

て
、
全
体
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
地
域
農
業
の
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
及
び
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

茶
業
振
興
：

　

共
同
利
用
機
械
等
を
整
備
し
、
よ
り
一
層
の
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
で
環
境
に

配
慮
し
た
有
機
栽
培
へ
の
転

換
に
努
め
ま
す
。

　

志
布
志
市
産
茶
は
、
統
一

銘
柄
が「
し
ぶ
し
茶
」に
決
定
。

今
年
度
本
市
で
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
県
茶
業
振
興
大
会
を

「
し
ぶ
し
茶
」
Ｐ
Ｒ
の
絶
好
の

機
会
と
捉
え
、
製
茶
品
評
会

で
の
農
林
水
産
大
臣
賞
、
産

地
賞
の
獲
得
を
目
指
す
と
と
も
に
、
県
内
外
へ
の
情
報
発

信
に
努
め
ま
す
。

畜
産
振
興
：

　

肉
用
牛
の
繁
殖
用
雌
牛
に
つ
い
て
は
、
国
や
市
単
独
の
支

援
に
よ
る
施
設
整
備
に
取
り
組
み
、
導
入
資
金
な
ど
の
支
援

を
行
い
な
が
ら
、
飼
養
規
模
の
維
持
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

疾
病
・
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
毒
資
材
購
入
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
等
の
整
備
に
よ
る
侵
入
防
止
対
策
及
び
家
畜
衛

生
管
理
の
啓
発
を
行
い
、
家
畜
の
損
耗
防
止
及
び
安
全
・

安
心
な
畜
産
物
の
生
産
を
支
援
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
第
12
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
が
る

重
要
な
大
会
で
す
。
農
家
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し

て
連
覇
達
成
に
向
け「
オ
ー
ル
鹿
児
島
」で
取
り
組
み
ま
す
。　

ほ
場
整
備
の
推
進
：

　

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
の
上
門
地
区
に
つ
い
て
は

今
後
も
地
元
換
地
委
員
な
ど
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

早
期
完
成
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

農
道
・
林
道
整
備
：

　

広
域
農
道
「
そ
お
街
道
」
は
災
害
に
強
い
道
路
に
な
る

よ
う
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
は
各
組
織
へ
細
や
か
な
指
導
、
組
織
の
広
域
化
に
取

り
組
み
ま
す
。
田
之
浦
地
区
の
林
道
御
在
所
岳
線
の
用
地

交
渉
を
行
い
、
計
画
的
に
工
事
着
手
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

林
業
振
興
：

　

鹿
児
島
県
産
材
、
地
元
大

隅
産
材
の
利
用
促
進
や
東
ア

ジ
ア
へ
の
木
材
輸
出
な
ど
の

取
組
の
更
な
る
充
実
や
、
新

た
な
森
林
管
理
制
度
に
よ
る

施
業
の
集
約
化
を
、
森
林
組

合
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
み
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
会
員
に
よ
る
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
の
ほ
か
、
一
般
捕
獲
の
説
明
や
狩
猟
免
許

試
験
の
案
内
、
作
物
残
渣
等
の
適
正
処
理
や
鳥
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
取
組
の
周
知
、
狩
猟
免
許
講
習
会
助
成
金
の
支

援
に
よ
る
免
許
取
得
の
推
進
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

水
産
業
振
興
：

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

イ
ワ
ガ
キ
の
養
殖
は
、
６
次
産
業
化
と
し
て
カ
キ
小
屋
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
返
礼
品
と
し
て
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
志
布
志
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
振
興
：

　

市
内
で
の
消
費
喚
起
、
市
内
商
工
業
の
振
興
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
締
結
し
た
「
雇
用
対
策
協
定
」

を
基
に
、
大
隅
公
共
職
業
安
定
所
と
の
更
な
る
連
携
を
図

り
、「
就
職
合
同
説
明
会
」、「
お
仕
事
＆
育
児
相
談
カ
フ
ェ
」、

「
し
ぶ
し
×
し
ご
と
発
見
フ
ェ
ア
」
な
ど
の
各
種
雇
用
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
展
開
し
、
事
業
者
へ
の
雇
用
の
安
定

的
確
保
と
魅
力
あ
る
地
元
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

１
月
に
東
京
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
「
第
10
回
全

国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
」

に
お
い
て
、「“

志
布
志
発”

か

ご
し
ま
黒
豚
三
昧
」
丼
が
２

年
連
続
の
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

を
目
指
し
て
出
場
し
、
惜
し

く
も
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

市
の
「
食
」
を
全
国
に
発
信
す
る
大
き
な
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
情
報
発
信
や
そ
の
活
動
の
支
援
、
新
た

な
グ
ル
メ
発
掘
を
図
り
な
が
ら
、「
食
」
の
ま
ち
づ
く
り
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
振
興
：

　

観
光
入
込
客
数
の
年
間
１
２
０
万
人
を
目
標
に
、
合
宿

奨
励
金
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致

活
動
や
体
育
施
設
の
改
修
及
び
備
品
の
計
画
的
な
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
株
式
会
社
お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
の

取
組
を
支
援
し
な
が
ら
、
観

光
客
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　

ダ
グ
リ
岬
海
水
浴
場
周
辺

は
、
休
憩
施
設
の
景
観
整
備

を
行
い
ま
す
。
志
布
志
中
心

市
街
地
と
港
周
辺
地
域
の
拠

点
施
設
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
志
布
志

駅
は
、「
ぽ
っ
ぽ
マ
ル
シ
ェ
」

を
中
心
に
、
に
ぎ
わ
い
が
生

ま
れ
る
場
所
と
し
て
、
そ
の

利
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

特
産
品
振
興
：

　

観
光
特
産
品
協
会
と
連
携
し
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
や

特
産
品
販
売
所
の
運
営
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
特
産
品
の
市
場
展
開
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
京
駐
在
所
を
拠
点
に
、
首
都
圏
に
お
け
る
事
業
展
開
を

積
極
的
に
図
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
：

　

頂
い
た
寄
附
金
を
し
っ
か
り
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
寄
附
金
の
使
い
道
の
積
極
的
な
情
報

発
信
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
「
志
布
志
フ
ァ
ン
」
の
方
々
と
継
続
的
な
関
係
強
化
を

図
り
、
本
市
へ
の
誘
客
や
移
住
定
住
の
促
進
な
ど
、
積
極

的
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

志
布
志
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
：

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
高
い
評
価
を
生
か
し
、「
志
布
志
の

も
の
な
ら
間
違
い
な
い
。」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
戦

略
的
に
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
、
市
内
に
お
け
る

産
業
の
振
興
、
市
民
所
得
の
向
上
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇

り
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

◆
基
本
目
標
４
【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

生
き
生
き
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
支
援
：

　

多
様
化
す
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
全
て
の
子

ど
も
・
子
育
て
家
庭
に
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、「
第
２
期
志
布
志
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
さ
ゆ
り

保
育
園
、
安
楽
保
育
園
及
び
伊
﨑
田
保
育
園
の
施
設
整
備

を
行
い
ま
す
。
本
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
の
幼
児
教
育
無

償
化
に
つ
い
て
、
無
償
化
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
住
民

税
課
税
世
帯
の
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て
、
市
独
自

の
保
育
料
軽
減
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
及
び
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
事
業
は
、
本
年
10
月
診
療
分
か
ら
医

療
機
関
等
で
対
応
で
き
る
よ
う
申
請
方
法
の
簡
素
化
を

図
り
ま
す
。

平成 31 年度施策方針
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多
子
世
帯
の
第
３
子
以
降

の
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
給
食
費
の

完
全
無
料
化
の
実
施
に
向
け

た
検
討
を
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

社
会
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
：

　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援
を
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
福
祉
：

　

障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
し
、
居
住
す
る
全
て
の
人
が
共
生
・
協
働
し
な
が
ら
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
を
推
進
し
、
障

害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
：

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
相
談
や
支

援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
産
後
う
つ
や
新
生

児
へ
の
虐
待
な
ど
の
予
防
を
図
る
た
め
産
婦
健
診
や
産
後

ケ
ア
事
業
を
実
施
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
切
れ

目
な
い
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
の
む
し
歯
予
防
の
た
め
、「
フ
ッ
化
物
洗

口
」
の
普
及
を
図
り
、「
８
０
２
０
」
の
達
成
に
向
け
て
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
：

　

受
診
勧
奨
の
方
法
を
対
象
者
の
受
診
歴
や
年
齢
な
ど
に

よ
り
工
夫
し
、
受
診
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
：

　

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
日
常
生
活

の
支
援
体
制
の
充
実
や
強
化
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り

ま
す
。
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
も
の
忘
れ
進
行
予
防

相
談
会
の
開
催
と
、
早
期
診
断
・
早
期
支
援
を
行
う
体
制

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
：

　

安
定
的
な
財
政
運
営
、
効
率
的
な
事
業
運
営
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
抑
制
及
び
重
症
化
予
防
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

消
費
者
行
政
：

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
啓

発
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
活
発
に

行
い
、「
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

活
動
」
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

◆
基
本
目
標
５
【
教
育
・
文
化
】

心
豊
か
で
志
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
と
伝
統
・
文
化

の
ま
ち

教
育
行
政
：

　
「
志
布
志
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
が
本
年
度
で
終
期
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
の
教
育
振
興
基
本
計
画
を
照

ら
し
合
わ
せ
参
考
に
し
て
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
て
策
定

を
行
い
ま
す
。

学
校
教
育
：

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
な

が
ら
志
を
高
く
も
つ
と
と
も
に
、
郷
土
を
愛
し
、
そ
の
発

展
に
尽
く
そ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
教
育
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

学
力
の
実
態
を
把
握
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
に
よ
る

分
か
り
や
す
く
深
ま
り
の
あ
る
授
業
に
よ
っ
て
、
児
童
生

徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
や
確
か
な
学
力
の
定
着
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
土
曜
学
習
教
室
（
志
学
教
室
）、
夏
休
み
学
習

教
室
等
の
学
校
外
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
や
小
学
校
英
語
教
育
支
援
講
師
等
の
配
置
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
英
語
技
能
検
定
受
検
料
助
成
に
よ
り

外
国
語
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
や
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
と
連

携
し
、
教
職
員
の
資
質
向
上
や
授
業
改
善
に
向
け
た
研
修

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
「
志
の
心
を
育
む
た
め
に
」
を
基
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
道
徳
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
人
権
教
育
を
推
進
し
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
問
題
行

動
等
の
早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、「
い
じ
め
は
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
」
と
い
う
理
念
の
下
、「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
」
を
一
層
機
能
化
さ
せ
、
関
係
機
関
及
び
各
種
団

体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
い
じ
め
問
題
の
解
消
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
・
中
学
校
施
設
：

　

市
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
の
学
校
施
設

長
寿
命
化
計
画
策
定
に
向
け
た
市
内
各
学
校
の
施
設
調
査

を
行
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
：

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
志
布
志
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
生
涯

学
習
講
座
の
新
規
開
設
や
内

容
の
充
実
を
図
り
、
受
講
生

の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

図
書
館
の
充
実
：

　

移
動
図
書
館
車
に
よ
る
貸
出
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
交
通
弱
者
な
ど
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
更
に
拡

充
し
、「
読
書
通
帳
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。
お
は
な

し
会
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
及
び
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事

業
を
実
施
し
、
本
好
き
な
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
：

　
「
志
布
志
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
が
本
年
度
で
終

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
２
０
２
０
年
度
か
ら

２
０
２
４
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
振
興
計
画
の
策
定
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

か
ご
し
ま
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
全
国
社

会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
ら
、
実
行

委
員
会
を
中
心
に
円
滑
な
大
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
：

　
「
続
日
本
１
０
０
名
城
」
に
選
定
さ
れ
た
志
布
志
城
跡
の

活
用
や
福
山
氏
邸
の
保
存
・
整
備
事
業
の
実
施
、
天
水
氏

庭
園
の
公
有
化
を
図
り
ま
す
。

　

山
中
氏
邸
を
、
大
慈
寺
を
中
心
と
し
た
門
前
通
り
の
拠

点
施
設
に
位
置
付
け
、観
光
案
内
所
の
機
能
と
併
せ
て
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
の
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
誌
の
編
さ
ん
作
業
の
継
続
と
各
地
区
に
残
さ
れ
て
い

る
郷
土
芸
能
等
に
関
す
る
詳
細
な
実
態
調
査
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
伝
承
が
難
し
い
民
俗
芸
能
な
ど
の
記
録
保
存

に
努
め
ま
す
。
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
た
全

庁
的
な
協
議
を
実
施
し
、
全
体
の
整
備
計
画
の
作
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆
基
本
目
標
６
【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】

人
と
地
域
が
輝
く
共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
：

　

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
促
進
モ
デ
ル
事
業
」を
拡
充
し
、

地
域
づ
く
り
の
新
し
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
ま
す
。

広
報
公
聴
活
動
：

　

市
民
の
意
見
聴
取
の
機
会
を
各
種
計
画
を
策
定
す
る
中

で
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
行

政
告
知
放
送
端
末
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
必
要
な
情
報
を
適
切
に
お
届
け
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
：

　

学
習
の
推
進
及
び
啓
発
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

男
女
共
同
参
画
や
職
場
内
に
お
け
る
慣
行
見
直
し
の
意
識

改
革
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

◆
基
本
目
標
７
【
行
財
政
】

市
民
と
と
も
に
歩
む
「
ム
ダ
」
の
な
い
経
営

行
財
政
改
革
：

　

施
策
や
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的

で
質
の
高
い
行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
補
助
事
業
の
必
要
性

や
効
果
、
効
率
性
を
検
証
の
上
、
ゼ
ロ
か
ら
積
み
上
げ
な

お
し
て
再
構
築
す
る
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
」
を
実

施
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
運
用
を
推
進
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
：

　

個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
各
施
設
の
維
持
更

新
コ
ス
ト
、
活
用
状
況
な
ど
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

平成 31 年度施策方針
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◆
市
の
財
政
状
況
と
予
算
編
成

　

地
方
交
付
税
の
減
収
や
国
県
補
助
金
等

の
廃
止
、
縮
減
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
伸
び

は
期
待
で
き
な
い
一
方
で
、
着
実
に
増
加

し
つ
つ
あ
る
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
義
務

的
経
費
に
よ
り
、
更
に
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
入
る
を
量

り
て
出
ず
る
を
制
す
」
を
念
頭
に
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
、
優
先
度
評
価
と
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
に

よ
る
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
第
２
次
志

布
志
市
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
重
点
施

策
を
中
心
と
し
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
の
概
要

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
案
の
歳
入
歳

出
総
額
は
、
２
４
６
億
２
０
０
０
万
円
と

な
り
、
本
市
施
行
以
来
最
大
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
度
（
第
２
号
補
正
予
算
）
と
比

市税（13.7％）
33 億 7,051 万 3 千円

その他（27.8％）
68 億 5,577 万 8 千円

（内訳）
財産収入　� 1 億 2,476 万 9 千円
繰 入 金　38 億 9,140 万 8 千円
繰 越 金　� 2 億円
分担金及び負担金� 1 億　677 万 9千円
使用料及び手数料� 1 億 6,148 万 9 千円
寄 附 金　20 億 3千円
諸 収 入　� 3 億 7,133 万円

地方交付税（25.4％）
62 億 4,900 万円

国庫支出金（14.4％）
35 億 5,365 万 6 千円

県支出金（7.8％）
19 億 878 万 5 千円

市債（7.2％）
17 億 7,900 万円

その他（3.7％）
9 億 326 万 8 千円

一 般 会 計 の 歳 入一 般 会 計 の 歳 出 （ 性 質 別 ）

人件費（13.5％）
33 億 2,038 万 1 千円

扶助費（21.0％）
51 億 6,948 万 5 千円

公債費（10.8％）
26 億 6,110 万 3 千円

普通建設事業費（11.4％）
28 億 1,339 万 3 千円

物件費（16.7％）
40 億 9,988 万 4 千円

補助費等（12.1％）
29 億 7,813 万 7 千円

維持補修費（0.5％）
1 億 3,296 万 7 千円

その他（13.9％）
34 億 2,892 万 5 千円

依存財源：国の意志により交付さ
れたり、割り当てられたりするお
金で、地方交付税や市債などです。
143 億 9,370 万 9千円（58.5％）

特別会計予算

会 計 名 予算額 前年度比

国民健康保険 4,157,191 ＋ 5.3％

後期高齢者医療 384,756 ▲ 2.5％

介護保険 4,015,860 ＋ 0.4％

下水道管理 297,763 ＋ 1.4％

公共下水道事業 9,814 ＋ 246.9％

国民宿舎 80,741 ＋ 7.3％

工業団地整備事業 717,032 ＋ 222.7％

平
成
31
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
２
４
６
億
２
０
０
０
万
円

【一般会計当初予算合併後の推移】
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２
４
６
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20
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２
４
４
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32
百
万
円

２
３
９
億
90
百
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円

２
３
２
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50
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万
円

２
０
１
億
40
百
万
円

１
８
９
億
62
百
万
円

自主財源：市が自らの意志で収入を得る
ことができるお金で、市税、繰入金、使
用料などです。
102 億 2,629 万 1千円（41.5％）

自

主

財

源

依
存

財

源

災害復旧事業費（0.1％）
1,572 万 5 千円

【
歳
出
（
性
質
別
）】
性
質
別
で
は
、
法
令
等
に

よ
り
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
や

圧
縮
な
ど
が
で
き
な
い
経
費
で
あ
る
「
義
務
的

経
費
」
が
全
体
の
45
・
3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
将
来
に
向
け
た
資
産
形
成
を
行
う
た
め

の
経
費
で
あ
る
「
投
資
的
経
費
」
が
全
体
の

11
・
5
％
、「
そ
の
他
の
経
費
」
が
43
・
2
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

較
す
る
と
１
億
８
８
２
２
万
６
千
円
、
０
・

８
％
の
増
で
す
。

【
歳
入
】
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

国
が
一
定
の
基
準
で
配
分
す
る
「
地
方
交
付
税
」

が
全
体
の
25
・
４
％
（
前
年
度
26
・
４
％
）
を

占
め
て
い
ま
す
。
合
併
算
定
替
措
置
の
縮
減
の

た
め
、
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
「
市
税
」は
全
体
の
13
・７
％（
前
年
度
13
・３
％
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
償
却
資
産
の
増
加
に
よ
る
固

定
資
産
税
が
着
実
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
前
年
度
比
１
億
８
９
８
万
５
千
円
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

「
国
庫
支
出
金
」
が
全
体
の
14
・
４
％
（
前
年
度

12
・
７
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
認
定

こ
ど
も
園
や
保
育
所
の
整
備
、運
営
に
係
る
補
助
、

市
道
香
月
線
の
整
備
に
係
る
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
な
ど
各
補
助
事
業
の
採
択
見
込
み
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
４
億
５
９
０
７
万
２
千
円
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
県
支
出
金
」
は
、
全
体
の
７
・
８
％
（
前
年

度
９
・３
％
）
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど
の
廃

止
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
億
７
１
１
２
万
２
千

円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
寄
附
金
」
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

20
億
円
を
見
込
み
、
そ
の
他
、
大
き
な
事
業
を
す

る
際
の
財
源
不
足
を
長
期
の
借
り
入
れ
で
補
う「
市

債（
借
金
）」が
全
体
の
７
・２
％（
前
年
度
８
・６
％
）

を
占
め
て
お
り
、
事
業
の
緊
急
度
及
び
効
果
な
ど

を
十
分
に
考
慮
し
、
借
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に特定の収入を特定の支出に充て、
一般会計とは切り離して明瞭な収支管理を行い、経理するもののことです。
志布志市には７つの特別会計があります。
　公営企業会計とは、民間企業と同じように該当事業に係る経費を使用料な
どの収入でまかない、独立採算を基本とする地方公営企業法の全部または一
部の適用を受けて設置する会計です。

単位：千円 公営企業会計（水道事業）

会計区分
収益的 資本的

収入 支出 収入 支出

予算額 634,299 594,769 69,000 376,626

前年度比 ▲ 2.8％ ＋ 0.4％ ▲ 61.9％ ▲ 12.5％

を
計
上
し
ま
し
た

　

義
務
的
経
費
の
主
な
も
の
の
う
ち
、
扶
助
費

に
つ
い
て
は
全
体
の
21
％
（
前
年
度
20
・８
％
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
保
育
所
運
営
費
等
の
増
加

に
よ
り
、
９
２
２
７
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
13
・
５
％
（
前
年
度
13
・
６
％
）

を
占
め
て
お
り
、
職
員
の
新
陳
代
謝
な
ど
に

よ
り
６
４
０
万
１
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

投
資
的
経
費
の
主
な
も
の
の
う
ち
、
普
通
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、11
・４
％
（
前
年
度
12
・９
％
）

を
占
め
て
お
り
、
３
億
３
７
３
０
万
８
千
円
を

減
額
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
小
中
学
校

の
普
通
教
室
な
ど
に
空
調
機
を
設
置
す
る
事
業
、

合
わ
せ
て
３
億
６
３
２
０
万
円
を
、
30
年
度
か

ら
繰
り
越
し
て
31
年
度
に
施
行
予
定
で
あ
る
た

め
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
の
主
な
も
の
の
う
ち
、
補
助

費
等
に
つ
い
て
は
、
12
・
１
％
（
前
年
度
９
・

６
％
）
を
占
め
て
お
り
、
保
育
所
等
整
備
交
付

金
事
業
、
国
が
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
、
国
民
体
育
大
会
志
布
志
市
実
行
委
員
会

等
に
係
る
補
助
金
等
を
６
億
３
７
７
８
万
２
千

円
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳出（目的別）

予算額 全体比
議会費 180,864 0.7％
総務費 4,596,177 18.7％
民生費 8,200,748 33.3％
衛生費 1,302,597 5.3％
農林水産業費 1,475,348 6.0％
商工費 1,915,972 7.8％
土木費 1,888,693 7.7％
消防費 693,537 2.8％
教育費 1,670,246 6.8％
公債費 2,660,093 10.8％
その他 35,725 0.1％

単位：千円

単位：千円

義

務

的

経

費
投資的
経費

そ
の

他

の

経

費
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３kmコース（各年代 1位の方のみ掲載します）
小学生男子 上村　治喜 11分 44秒 40歳代男子 柏崎　健治 10分 49秒
小学生女子 永田　月奈 11分 40秒 40歳代女子 曽我　由香利 15分 40秒
中学生男子 櫻井　心直 10分 47秒 50歳代男子 有村　憲治 11分 05秒
中学生女子 山下　まい 11分 54秒 50歳代女子 牛谷　まり子 14分 56秒
29歳以下男子 三谷　天哉 13分 11秒 60歳代男子 北澤　正孝 12分 24秒
29歳以下女子 河野　亜由美 21分 54秒 60歳代女子 後藤　千鶴子 14分 56秒
30歳代男子 豊廣　秀一 11分 23秒 70歳以上男子 春薗　清文 15分 24秒
30歳代女子 金子　真弓 19分 09秒 70歳以上女子 出場者なし

５kmコース（各年代 1位の方のみ掲載します）
中学生男子 木尾　優仁 19分 28秒 40歳代女子 谷口　久美 31分 04秒
中学生女子 出場者なし 50歳代男子 竹野　伸治 20分 22秒
29歳以下男子 常盤　浩史 21分 32秒 50歳代女子 佐々木　一美 25分 55秒
29歳以下女子 坂口　奈瑠子 28分 00秒 60歳代男子 小森　透 20分 35秒
30歳代男子 服部　聡士 17分 33秒 60歳代女子 轟原　さつ子 28分 46秒
30歳代女子 千田　麻衣 28分 05秒 70歳以上男子 前田　泰郎 23分 52秒
40歳代男子 蒲生　英樹 17分 44秒 70歳以上女子 出場者なし

10km コース（各年代 1位の方のみ掲載します）
29 歳以下男子 大迫　涼司 33分 58秒 50歳代男子 郷原　正文 41分 19秒
29歳以下女子 石川　瑞紀 53分 10秒 50歳代女子 石川　明美 49分 51秒
30歳代男子 一松　祐介 42分 05秒 60歳代男子 箱川　道彦 41分 10秒
30歳代女子 神之田　亜里沙 47分 17秒 60歳代女子 大堂　早苗 1時間08 分 54秒
40歳代男子 末川　克博 36分 50秒 70歳以上男子 松尾　義和 52分 20秒
40歳代女子 森　ちづる 50分 01秒 70歳以上女子 出場者なし

ハーフ 20km コース（各年代 1位の方のみ掲載します）
29歳以下男子 藤本　將 1時間17 分 20秒 50歳代男子 藺田　秋男 1時間28 分 38秒
29歳以下女子 澤村　彩花 2時間09 分 03秒 50歳代女子 川畑　明美 1時間54 分 31秒
30歳代男子 加治屋　毅 1時間14 分 47秒 60歳代男子 矢野　浩二 1時間34 分 49秒
30歳代女子 菅野　蘭 1時間55 分 33秒 60歳代女子 山田　幸子 2時間37 分 33秒
40歳代男子 對馬　裕樹 1時間22 分 37秒 70歳以上男子 大堂　光幸 2時間04 分 29秒
40歳代女子 西村　美和 1時間44 分 55秒 70歳以上女子 出場者なし

ファミリーコース（各年代 1位の方のみ掲載します） 武石ファミリー 4分 34秒

　　　ポートマラソンが開催されました
　志布志運動公園陸上競技場周辺で開催され、市内外から 518 名が参
加し、ハーフ 20km、10km、５km、３km、ファミリーコースを走り
ました。前日から雨が降り、当日は雷雨が予想されていましたが、激し
い雨にならず、仲間や家族と参加する方、記録に挑戦する方、それぞれ
が “最後 ” となったこの大会を楽しみました。

3/3

まちの話題
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　　　ユニ・チャーム㈱と包括連携協定
　官民連携による地域活性化及び市民サービスの向上
を目的に制定された「志布志市民間事業者等提案制度」
第１号として、ユニ・チャーム㈱と包括連携協定を結
びました。この協定により、防災や子育て、環境保全
など、多様な連携が期待されます。

3/4

　　　新１年生に交通安全教材を贈呈
　公益社団法人鹿児島県トラック協会が、教育長室を
訪れ、今年入学する小学１年生およそ 310 人分の交
通標識入り定規を贈呈しました。定規贈呈は、同協会
による交通安全の取組の一環で、昭和 62年から毎年
取り組まれています。

3/11

　　　おおすみの地域力表彰を受賞
　大隅地域の活性化に貢献された方を表彰する式典
が、鹿屋市の大隅地域振興局で行われ、本市から２名
が受賞しました。
●片野　美秀さん（森山地区の地域活性化に貢献）
●又木　幸一さん（農業技術習得支援などに貢献）

3/14

　　　自然災害など避難訓練の取組が評価
　通山小学校が、鹿児島県健康教育研究大会において
学校安全準優良学校の表彰を受けました。同校は、平
成 24年度から地震発生を想定した実践的な避難訓練
を実施しており、継続した取組や地域と一体となった
実践が評価されました。

3/11

　　　優秀登録団体として表彰されました
　あめんぼうくらぶ水泳スポーツ少年団が、これまで
の水泳普及、振興活動が認められ、優秀登録団体とし
て日本水泳連盟から表彰されました。これを受けて、
指導者２名が市長室を訪れ受賞報告を行いました。

3/14

　　　「琉球エキスプレス６」就航
　３月９日より阪神航路（大阪～志布志～那覇）を就
航した「琉球エキスプレス６」を祝い、船内で記念セ
レモニーが行われました。同船の運航開始により、こ
の航路の定曜日化が実現し、モーダルシフトの推進や
安定的な海上輸送につながると期待されます。

3/15

市内であった出来事を

写真とともお届け
まちの話題Ｃ Ｉ Ｔ Ｙ　ＴＯＰ Ｉ Ｃ

　　　ジュニアリーダー修了式
　お釈迦まつりの補助や地域活動を行うジュニアリー
ダーで、中心的な役割を担ってきた高校３年生５名が
卒業を迎えました。卒業する会員から「ここで学んだ
ことは、自分自身の成長に繋がった。今後も積極的に
活動してほしい。」と後輩へエールを送りました。

3/16

　　　民話をたどるバスツアー
　志布志に古くから伝わる民話の舞台となった場所を
巡るバスツアーが開催されました。参加者は、「紙芝
居で民話を聞くと内容が分かりやすかった」「幼少よ
り志布志に住んでいるが、初めて聞く話もあり、勉強
になった」と話されました。

3/23

　　　イベント「そばを育てて食べる」
　地域おこし協力隊の谷村さんによる夏そばに親しむ
イベント（全３回）の第１回が行われました。当日は
12名が参加し、有明郵便局横の畑に種を撒き、カフェ
わんどにてそばクレープとそばを楽しみました。今後
は、育てたそばの刈取とそば打ちを企画しています。

3/23

　　　食品ロスについて学びました
　食品ロスを減らすため、食育実践プランナーの松元
純子さんによる魚を使った講演会が志布志商店街で行
われ、50 人が参加しました。会では、本物の生魚に
触れる体験もあり、触った子どもたちは大興奮でした。
講演後、参加者で海鮮ちらし寿司を堪能しました。

3/23

　　　CS 香月あいさつ・安全見守り隊出発式
　地域の方が児童の登下校時間に合わせ、安全見守り
やあいさつ運動などを行う活動が４月から香月小学校
区で始まることになり、同校の体育館で出発式が行わ
れました。この活動には、５つの自治会 26名が参加
します。

3/25　　　ラグビー全国大会で優勝
　潤ヶ野小学校６年の豊島愛

まな み

実さんが 3月に大阪府
で開催された「第２回東西女子ラグビー交流大会」に
九州選抜チームの一員として出場し、見事優勝を果た
しました。豊島さんはこの日、合計７トライを決め、
得点王にも輝きました。

3/26



17 Shibushi City PR 2019.4 162019（平成 31）年 4 月　市報しぶし 

健康カレンダー（４月・５月）
パパママ教室 【受付】9：20 ～ 9：30

4月 26日（金）、5月 21日（火）：健康ふれあいプラザ

ママの “ほっと ”カフェ 【時間】10：00 ～ 12：00

4月 18日（木）、5月 16日（木）：はぐくみランド

育児相談 【時間】10：30 ～ 12：00

4月 18日（木）：健康ふれあいプラザ
4月 25日（木）：やっちくふれあいセンター
5月 10日（金）：川西地区公民館

４か月児相談 【受付】9：30 ～ 10：00

4月 11日（木）、5 月 9 日（木）：健康ふれあいプラザ

育児学級 【受付】9：30 ～ 10：00

4月 16日（火）、5月 14日（火）：健康ふれあいプラザ

1 歳児お誕生相談 【受付】9：30 ～ 10：00

4月 18日（木）：健康ふれあいプラザ
4月 25日（木）：やっちくふれあいセンター
5月 10日（金）：川西地区公民館

1 歳 6か月児健診 【受付】13：00 ～ 13：30

4月 10日（水）、5月 15日（水）：健康ふれあいプラザ

2 歳 6か月児歯科検診 【受付】13：00 ～ 13：30

4月 12日（金）、5 月 8 日（水）：健康ふれあいプラザ

3 歳児健診 【受付】13：00 ～ 13：30

4月 24日（水）、5月 22日（水）：健康ふれあいプラザ

5 歳児歯科検診 【受付】13：00 ～ 13：30

4月 19日（金）、5月 16 日（木）：健康ふれあいプラザ

母子手帳の交付日

●本 庁：第１・第３水曜日の午後

●松 山 支 所：第２・第４水曜日の午前

●志布志支所：毎週月曜日の午前

※�「夜間に病気やケガで困った」「受診すべき

か判断がつかない」などの場合は、

●大隅広域夜間救急センター電話相談

　℡：0994-454119

●鹿児島県小児救急電話相談

　＃ 8000 または℡：099-254-1186

●�曽於医師会夜間急病センター

　℡：099-482-5899

●�都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関

　℡：0986-23-5555（テープ案内）

4 月
14日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

平川やの胃腸内科 （内科） ℡ 472-0145

21日 手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

28日 はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

松下医院 （内科、外科） ℡ 472-1124

29日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

30日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

5 月
1�日 山口内科 （内科） ℡ 473-1188

2�日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

3�日 みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

4�日 石神診療所 （内科、皮膚科）℡ 474-0107

5�日 陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

6�日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

12日 大山病院 （内科） ℡ 472-1400

藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

 日曜 ・ 祝日当番医 ◆お知らせ◆

行政相談所を開設します

　行政相談員による相談所を開設し
ます。お気軽にご相談ください。
◆日時：５月 16日（木）
　　　　10時～ 15時
◆場所：市役所志布志支所５階
◆行政相談員：中村　睦子
　原口　済

たすく

、中村　由紀美
※行政相談員とは・・・
　総務大臣から委嘱された民間のボ
ランティアです。行政に対する意見、
要望や相談を受け付け、助言や関係
機関への通知などを行っています。
■問い合わせ先：
●市役所　総務課　文書法制係
　℡：474-1111（内線 224）
●鹿児島行政監視行政相談センター
　℡：099-224-3247

いこいの里�休館のお知らせ　

　串間温泉いこいの里は、平成 31
年４月 1日から休館しています。
　休館期間は１年間を予定し、
2020 年４月の再開を目指していま
す。再開した際は、皆様のご利用を
お待ちしています。
■問い合わせ先：
　�串間市　商工観光スポーツランド
推進課
　℡：0987-72-1111（内線 267）

お知らせ
・
募　集

固定資産税の「縦覧制度」と「閲
覧制度」をご利用ください

�縦覧制度：自分の所有する土地・家
屋の評価額が適正であるかを確認で
きる制度です。（手数料：無料）
◆縦覧期間：４月１日～５月 31日
�閲覧制度：自分の資産について固定
資産課税台帳に登録された内容を確
認できる制度です。
◆閲覧期間：通年
◆�手数料：１通 200 円（ただし、４
月１日～５月 31日は無料）

■縦覧・閲覧場所・問い合わせ先：
　税務課　固定資産税係
　℡：474-1111（内線 154 ～ 156）

連休中に海外渡航を予定されて
いる皆さんへ

　韓国や中国をはじめとする東アジ
ア地域では、口蹄疫の発生が継続し
て確認されており、また、アフリカ
豚コレラについても、中国やロシア
などで発生が確認されており、日本
への侵入、蔓延のリスクが高くなっ
ています。渡航される場合は、次の
点に留意してください。
●�家畜市場、農場、と畜場などの畜
産関連施設に立ち入らない。
●�動物との不用意な接触を避ける。
●�肉製品などを日本に持ち帰らな
い。

消
費
生
活
相
談

　

こ
の
他
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、
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系
サ
イ
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の
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タ
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ネ
ッ
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て
の
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ル
な
ど
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寄
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ら
れ
ま
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ピ
ア
内
に
て
展
示
会
や
出
張
相
談
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
市
役
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し
）
１
８
８

平
成
30
年
度
相
談
件
数
ラ
ン
キ
ン
グ

第
１
位
：
架
空
請
求

「
訴
訟
最
終
通
知
」
な
ど
と
い
う
名
目
で
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
り
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
身
に
覚
え
の
な
い

未
払
い
の
請
求
が
来
る
な
ど
が
多
発
！

※
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ
先
に
は
絶
対
に
連
絡

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

第
２
位
：
通
信
販
売

「
定
期
購
入
の
つ
も
り
で
は
無
か
っ
た
」「
解
約
し
た
い

が
応
じ
て
く
れ
な
い
」「
電
話
が
な
か
な
か
つ
な
が
ら

な
い
」
な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
３
位
：
訪
問
販
売

「
販
売
員
に
長
居
さ
れ
、
高
級
な
健
康
器
具
や
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
が
、
冷
静
に
な
っ

て
み
れ
ば
必
要
な
い
の
で
解
約
し
た
い
」
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。

◆イベント情報◆
志布志商店街「こどもの日」イベント
「チョークでおえかき大会」

　
◆日時：５月６日（月・祝）
◆場所：市役所志布志支所駐車場
◆企画：
●アートコンテスト（事前申込必要）
　９時集合　9時 30分開始
●�おえかき大会（事前申込なし。
年齢制限なし。当日は汚れて
もよい服装でお越しくださ
い）　10時～14時

●緊急車両の展示、はしご車体験
　（はしご車体験のみ 12時まで）
◆参加費：無料
■問い合わせ先：
　港湾商工課　商工振興係（椎葉）
　℡：474-1111（内線 280）
※�詳細は「志布志市商店街イベント
情報」のフェイスブックページに
て随時更新します。

「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします！

「母子健康手帳アプリ」

妊娠中・子育て中の

皆さん、もう使ってますか？
　アプリをダウンロードして、「自治体設定」→「志布志市」を登録すると、志布志市の情報を受け
取ることができます。お子さまの成長の記録や健康、食事などのアドバイス、子育てサービスなど、
妊娠・出産・育児に役立つ情報が満載です。

▼ 18ページにつづく
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●�帰国時は、到着した空港または海
港の動物検疫所カウンターに立ち
寄り、家畜防疫官の指導を受ける。

■問い合わせ先：
　農政畜産課　畜産指導係
　℡：474-1111（内線 442・443）

犬・猫里親さがしの会

◆日時：５月 12日（日）11時～15時
◆�場所：生活協同組合コープかごしま　　　　
しぶし店駐車場

◆�里親になるための条件：終生、家
族として大切にお世話してくださ
る方。里親が決まったら、双方に
手続き料千円が発生します。

●�不妊治療が済んでいない場合、犬
１万円、猫５千円の預かり金をいた
だき、手術終了後にお返しします。
●�里親希望の方は、身分証明書をご
持参ください。

●�里親を探したい方は、事前にご連
絡ください。

■問い合わせ先：
　犬・猫の共生をめざす会志布志
　℡：080-5268-3203

◆募　集◆

志布志の戦跡巡りバスツアー
参加者募集

　市内に残る太平洋戦争時に築かれ
た基地跡などを専門家の案内で巡り
ます。
◆日時：５月 18日（土）小雨決行
　13時～ 13時 20分　受付
　（17時終了予定）
◆受付場所：市役所志布志支所
◆�参加料：無料
　（飲み物などは各自持参）
◆�参加資格：健康な方ならどなたで
も参加できます。

◆定員：40名（先着）
◆申込期間：４月 18日～ 26日
■問い合わせ先：
　生涯学習課　文化財管理室
　指定文化財係
　℡：472-1111（内線 341・342）

就農・就業チャレンジ研修生

　就農・就業に必要な基礎的知識や
技術の習得を図る実務研修を実施し
ます。
◆�期間：５月 22 日～ 2020 年３月
23日（予定）（土・日曜・祝日を
除く８時 30分～ 17時）

◆場所：鹿児島県立農業大学校
　日置市吹上町和田 1800
※�受講者は、原則として農業大学校内の
農業研修館（長期宿泊施設）を利用

◆�内容：園芸作物（露地野菜など）
に関する実務研修

◆�経費：無料（ただし、各種保険料、
農作業着・農具・教材・各種資格
取得に係る経費及び農業研修館に
必要な経費は受講者負担）

◆申込期限：４月 26日まで
※�提出書類などは、農業大学校の
ホームページからダウンロードで
きます。

■申請・問い合わせ先：
　鹿児島県立農業大学校　研修課
　℡：099-245-1074

全国戦没者追悼式参列遺族の
募集

◆日時：8月 15日（木）
※前日からの団体行動になります。
◆場所：日本武道館（東京都千代田区）
◆対象者：
●戦没者の配偶者及び三親等内の遺族
●�一般戦災死没者の配偶者及び三親
等内の遺族
※�過去に参列したことがない方を優
先します。
※�「次世代への継承」という観点か
ら「18 歳未満の遺族」について
も募集します。
◆�申込期間：5月７日～ 31日
◆募集人員：65人
※申込多数の場合は、選考となります。
■申込・問い合わせ先：
　福祉課　社会福祉係
　℡：474-1111（内線 173）

市営住宅空き家情報

◆新規募集
　なし
◆継続募集（締切：毎週金曜日）
　松 山 地 域：13戸
　志布志地域：５戸
　有 明 地 域：４戸
※�募集内容の詳細は、ホームページ
をご覧になるか、お問い合わせく
ださい。
※�申込から入居まで 10日から 1か
月を要することがありますので、
早めにご相談ください。
■問い合わせ先：
●本庁　建設課　管理係
　℡：474-1111（内線 467）
●松山支所　産業建設課　管理係
　℡：487-2111（内線 255）
●志布志支所　産業建設課　管理係
　℡：472-1111（内線 402）

職業訓練指導員（48時間）講習　　

　職業訓練において訓練を担当する
者として必要な能力を付与するため
に実施するもので、講習修了後に県
知事に申請すると、職業訓練指導員
免許を受けることができます。
◆�日時：7 月 23 日、24 日、30 日
31日、8月8日、9日の計6日間（9
時～ 17時）
◆�場所：鹿児島市勤労者交流セン
ター（よかセンター）予定
◆�受付期間：5月 20日～ 31日
◆�定員：30名（定員になり次第締切）
※�受講資格・受講料などの詳細や受
講申請書は、鹿児島県職業能力開
発協会のホームページからダウン
ロードできます。
■問い合わせ先：
　鹿児島県職業能力開発協会
　鹿児島市錦江町 9-14
　℡：099-226-3240

障害者委託訓練生募集

パソコン事務科③＜ 3か月コース＞
◆期間：5月 28日～ 8月 26日
　9時～ 15時 50分
　（土・日・祝日、お盆は休み）
◆�訓練実施場所：ＮＰＯ法人夢

む ら さ と

来郷
たかくま（鹿屋市下高隈町 5455-6）
◆募集締切：4月 23日まで
◆願書提出先：最寄りのハローワーク
◆�定員：8人（応募者が少ないときは、
訓練を実施しない場合があります）

◆�授業料：無料（テキスト代 6,480
円は自己負担）
※�応募資格や特典などの詳細、選考
方法、入校願書は、最寄りのハロー
ワークにあります。
■問い合わせ先：
　鹿児島障害者職業能力開発校
　薩摩川内市入来町浦之名 1432
　℡：0996-44-2206

技能講習（都城地区）

玉掛け技能講習
◆�日時：4月 17日～ 21日
◆場所：学科　都城地区建設業協会
　実技　海晴機械㈱
◆定員：60名
※�その他、小型移動式クレーン運転
技能講習、有機溶剤作業主任者技
能講習、ボイラー実技講習、ガス
溶接技能講習などを実施。

※�受講資格、受講料・テキスト代などの
詳細は、次へ問い合わせください。
■問い合わせ先：　
　宮崎労働基準協会都城支部
　都城市花繰町 20-8 ケイディビル２階
　℡：0986-24-5603

第 40 回青少年国際交流キャン
プ参加者募集

◆期間：7月 30日～ 8月 3日
◆�場所：静岡県立朝霧野外活動センター
◆対象：小学 3年生～小学 6年生
◆�内容：富士登山、テント生活体験
野外炊飯体験、ワイドゲーム、天
体観測など
◆締切：7月 5日まで
※�事業の詳細や参加費については、
　�ホームページ（http://www.kskk.
or.jp) をご覧ください。
■問い合わせ先：国際青少年研修協会
　℡：03-6417-9721

感電事故防止のお願い

　感電事故防止のため、電線付近での
鯉のぼりの掲揚や魚釣りは絶対に行わ
ないようお願いします。なお、万一鯉
のぼりや、釣り糸が電線にかかった場
合は、自分で取ろうとせず、お近くの
九州電力までご連絡ください。
■問い合わせ先：
　九州電力㈱鹿屋営業所
　℡：0120-986-806

募集 ・ お知らせ「募集」「イベント」「お知らせ」など暮らしに役立つ情報をお届けします！
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市役所からの大事なお知らせＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣ

　10 月１日から、消費税率が８％から 10％に引き上げと同時に、軽減税率制度が実施されます。

多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひ説明会にご参加ください。

消費税軽減税率制度説明会の開催

●軽減対象品目の取り扱いがある課税事業者の方だけでなく、
　（例）会議費や交際費として、飲食料品などを購入する事業所の方、免税事業所の方
　なども、取扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分経理など、制度の実施に向けた準備が必要です。

◆開催日時・会場など：

日　　時 会　　場

　５月 13 日（月）

　　　　　～ 16 日（木）

10時 30 分～ 12 時

13 時 30 分～ 15 時

大隅税務署　４階大会議室【大隅合同庁舎内】
曽於市大隅町岩川 6491-2

５月 17 日（金）
10時 30 分～ 12 時

13 時 30 分～ 15 時

市文化会館　２階大会議室
志布志町志布志 2238-1

●各会場の駐車場には限りがありますので、なるべく乗り合いなどによりお越しください。

●定員は各 50 名です。参加希望の方は４月 26 日 17 時までに下記の窓口へ申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先：大隅税務署　（個人の方）個人課税部門　℡：099-482-0055
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人の方）法人課税部門　℡：099-482-0076

４月・６月は各保険税（料）の仮算定期間です
　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料は、平成 30年中の所得が確定するまでは、暫定的
に前年度の所得等に応じて「仮算定」した保険税（料）額を４月・6月の各月に賦課しています。
◆普通徴収（納付書払いまたは口座振替）の方：
　４月中旬以降に保険税（料）額通知書を送付します。
◆特別徴収（年金差引き）の方：
　４月と６月の保険税（料）は２月分の保険税（料）と同額になるため、４月の保険税（料）額通知書は送
付されません。ただし、４月から新たに特別徴収が開始される方には通知書を送付します。
※�平成 31 年度の年間保険税（料）決定額は、所得が確定した後の７月中旬ごろ、全ての納税義務者へ通知
する予定です。
※�通知書及び納付書に記載されている元号については、作成時点のものを使用しており、年度については、
当該年度初日（４月１日）時点の年号を使用しています。
■問い合わせ先：税務課　市民税係　℡：474-1111（内線 144・145）

新元号の取り扱いについてTOP IC

児童扶養手当等の手当額の変更

平成 31 年度 平成 31 年度

児童扶養手当（全部支給） 42,910 円 特別児童扶養手当（２級） 34,770 円

児童扶養手当（一部支給） 42,900 円～ 10,120 円 障害児福祉手当 14,790 円

特別児童扶養手当（１級） 52,200 円 特別障害者手当 27,200 円

　平成 31 年４月からの児童扶養手当等の手当額（月額）は次のように決定されました。

◆児童扶養手当が年 6回払いになります：
　2019年11月分の児童扶養手当から支払回数を（４か月分ずつ年３回）から（２か月分ずつ年６回）に見直します。

■問い合わせ先：福祉課　児童福祉係　℡ 474-1111（内線 175）　障害福祉係　℡ 474-1111（内線 160）

　平成 31年４月１日に新元号「令和」が公表され、５月１日からの元号は「平成」から「令和」

に変わります。
　
　市役所の文書などにおける新元号の取り扱いについては、これまでも原則として元号を使用していること
から、「平成」の元号で使用されているものは、新元号「令和」による表記に改めます。
　改元日の５月１日以後の文書などに使用する当該年は「元年」となります。

　なお、４月 30日までに市が発送する公文書、納税通知書、納付書などについては、改元日の５月１日以
降の日を旧元号の「平成」と表記している期日がありますが、元号が改正されたことに伴い、その法律上の
効果は変わるものではありませんので、解釈により新元号に読み替えた上で、お取り扱いください。
　市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　（例）　「平成 31年５月 31日」とあるのは、「令和元年５月 31日」と読み替えます。

■問い合わせ先：総務課　文書法制係　℡：474-1111（内線 222・224）

TOP IC

TOP IC
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市役所からの大事なお知らせＣＩＴＹ　ＴＯＰＩＣ

農薬の適正使用（農薬散布器具の洗浄）

　県内で農薬散布器具の洗浄不足による事故が発生しています。適切な処理をしなかった場合、

食品衛生法や農薬取締法に違反する可能性があります。また農産物の出荷停止など産地としての

信頼をなくしてしまう可能性もあります。下記の事項に注意し、農薬の適正かつ安全な使用をお

願いします。

※農薬の散布後、散布器具（ノズル、ホース、タンク、ストレーナーなど）の洗浄を徹底しましょう。
◆洗浄するときの留意事項：
●きれいな水で洗浄しましょう。
●ストレーナーはブラシを使って洗浄し、農薬の残りカスを洗い流しましょう。
●タンクはきれいな水で洗浄しましょう。（フタまで）
●ホース内に残った農薬はきれいな水を通して洗い流しましょう。
　（目安：20リットル×３回以上、ホースを通した水がきれいになるまで）
●洗浄器具に付着し、固形化したものはすぐにブラシ等で洗い流してください

◆農薬を使用するときの留意事項：
●表示ラベルを確認し、使用基準を遵守すること。　●最終有効年月の過ぎた農薬は使用しないこと。
●散布履歴は必ず記帳すること。　　　　　　　　　●飛散防止対策をすること。

■問い合わせ先：農政畜産課　生産流通係　℡：474-1111（内線 433）

農業次世代人材投資事業（経営開始型）の制度見直し

　次世代を担う農業者となることを志向する方に対し、就農直後の経営確立を支援する資金を交

付する農業次世代人材投資事業（経営開始型）の交付要件が見直されました。新たな要件に該当

が見込まれる場合は、ご相談ください。

平成 30 年度まで 平成 31 年度から

独立・自営就農時の年齢 原則 45歳未満

原則 50歳未満
※ 45歳以上の方は、地域に担い手がいな
い等やむを得ない事情があると市長が認
める場合に限ります。

農地の利用権
親族から賃借した農地が主である場合
は、交付期間中に当該農地の所有権を
移転すること。

親族から賃借した農地が主である場合で
も、利用権の設定で可。

■問い合わせ先：農政畜産課　農政係　℡：474-1111（内線 425）

TOP IC

TOP IC



25 Shibushi City PR 2019.4 242019（平成 31）年 4 月　市報しぶし 

◆ひまわりの種を無償配布

　市及び市衛生自治会では、“サンサンひまわりプラン ”を推進しています。このプランは、「生ごみからひま
わり油を作り、体の中から健康に」をキャッチフレーズに、循環型社会の形成を目指すものです。
　推進される個人・団体にひまわりの種を無償配布しています。ご希望の方は本庁・各支所の衛生自治会事務
局までお越しください。また、収穫して脱粒・乾燥させたひまわりの種（２㎏以上）を、本庁・各支所の衛生
自治会事務局に持ってくると、事務局で搾油してひまわり油と交換します。

■問い合わせ：�本庁 市民環境課 環境政策室　℡：474 - 1111（内線 134）
　松山支所　総務市民課　℡：487-2111（内線 224）　志布志支所　市民税務課　℡：472-1111（内線 224）

◆「種からチャレンジ！」
　　緑のカーテン “ゴーヤ ”の種を無償配布します。

　地球温暖化防止の取組として、緑のカーテンの普及に努めています。その普及のため、緑のカーテンを設置
する個人・団体に「ゴーヤの種」と生ごみ堆肥「おかえり循ちゃん」（１世帯につき１袋）を無償配付します。
　ご希望の方は４月 26日までに本庁・各支所の衛生自治会事務局にお申込みください。※配付は５月７日以
降を予定しています。

【ゴーヤの育て方指南】
①植える２週間前に石灰または草木灰を土に混ぜよく耕す。
　１週間前になったら「おかえり循ちゃん」堆肥を撒き、空気とよく混ぜて耕す。
②種の頭頂部を少し切り、水をはった小皿等に３～４日浸けます。
　（※脱脂綿等に水を吸わせたものであればなお良い）
③白い根が出てきたら、白い根を下向きにして植える。その後土を被せる。
④１週間ほどしたら発芽し弦が伸びてくるので、支柱やネットを設置する。
⑤�種まきから約２ヶ月で収穫できるようになる。収穫の適正時期は、イボイボが膨らんでき
た時、また黄色くなったゴーヤでは栄養価が半減するので、緑のうちに収穫する。

～緑のカーテンの涼しさのヒミツ～
●�窓からの日射の侵入を防ぐ：葉の十分に茂った緑のカーテンが効果的。日射の熱エネルギーの約80％カット。
すだれの遮

しゃへい

蔽率よりも優れています。
��●�家のまわりの表面温度を抑える：緑のカーテンの張り方を工夫して壁や地面も日差しから遮ることで、放射
熱の発生と侵入を効果的に抑えることができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典：環境省　グリーンカーテンプロジェクト）

■医療費の状況（平成 31 年 1 月分）
医療費総額 280,689,567 円 医療費１人当たりの負担内訳

�国保加入者数（１月末） 8,625 人
市（国保）負担額

27,711 円
１人当たり医療費 32,544 円 （全体の約 85.1％）

（医療費総額／国保加入者数） （前年同月比 0.4％減） 個人負担額 4,833 円

特定健診を受診するなどして、家庭の医療費を減らしましょう
　国民健康保険の１人当たり医療費は年々増加傾向にあるため、さまざまな医療費適正化の取

組を実施しています。高い医療費は家計に響きます。そこで今回は、家庭で取り組める医療費

の節約についてご紹介します。

■問い合わせ：�

　保健課　国民健康保険係

　℡：474-1111

　（内線 122 ～ 125）

●特定健診を受診して生活習慣病を予防しましょう。

　毎年受診することで、自分の健康状態を知りましょう。健診の結果、生活習慣の改善が必要だと判断さ
れた人には特定保健指導が行われます。
●かかりつけ医を持ちましょう。

　気になる症状がある場合は、まず、かかりつけ医に相談しましょう。
●お薬手帳を活用し、かかりつけ薬局を持ちましょう。

　薬は飲みあわせが悪かったりすると、副作用を生じる場合があります。お薬手帳を活用しましょう。
●ジェネリック医薬品を有効に活用しましょう。

　ジェネリック医薬品希望カードを提示してください。ただし、変更できない薬もありますので、まずは
医師や薬剤師に相談しましょう。
●同じ病気での重複受診はやめましょう。

　医療費が増加するだけでなく、何度も検査や処置・投薬などを行うので体に負担がかかる場合がありま
す。
●休日や夜間の受診はなるべく避け、診療時間内の受診を心掛けましょう。

　急病などのやむを得ない場合を除いて、休日や夜間の受診を控えましょう。

◆保養所、はり・きゅう利用券の交付について
　４月から平成 31年度の『保養所、はり・きゅう券』を発行しています。交付を希望される方は、印鑑と
保険証を持参の上、お越しください。
　利用券は、計画的に利用し健康増進に努めましょう。（利用者名を記載していますので、利用前に必ずご
確認ください。）

知って納得！

保養所利用券対象者 65歳以上の全市民の方

はり、きゅう受診券対象者
30歳以上の国民健康被保険者の方

後期高齢者医療保険の被保険者の方
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知っトク ! ？

年金インフォメーション

皆で支える社会

税の広場
志布志市公売を実施します

　市では、公正な滞納処分に資するため、以下の財産について公売を実施します。

●日時：５月 21 日（火）　９時 30 分受付　10 時入札

●会場：有明地区公民館　大会議室

※ 入札参加に必要な携行品など、詳細はホームページや本庁・各支所窓口にあるチ

ラシをご覧ください。

売却区分番号
公売財産の名称
性質および数量

見積価格 公売保証金

31-2

（土地）

有明町伊﨑田字渡ヶ迫

3459 番 1、3642 番 1、3465 番 1

3469 番、3500 番 2

山林　５筆　計 14,207㎡

654,000 円 70,000 円

　市報しぶし３月号で掲載した 31-1、31-3 の入札も同時に行います。

皆でつくろう

「共生・協働・自立」のまち
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Ｖ
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ル
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ル
ー
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ン
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や
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人
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と
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。

　

ま
た
、
よ
り
よ
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を
築
く
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方

の
タ
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に
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て
、
ど
の
よ
う
な
言

い
方
や
行
動
・
態
度
を
と
る
と
良
い
と

い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　共生・協働・自立の社会づくりの担い手となりうる市民団体などの育成を行うことを目的に、一過性の事業では
なく、継続して公益性のある事業を支援する「共生・協働・自立の市民活動支援事業」を行っています。
　今回は、平成 30年度にこの事業を活用し、活動を行った２つの団体を紹介します。

団 体 名：チームガーディニア
事 業 名：海の見えるハーブ園作り
�事業実績：しおかぜ公園西側駐車場の一部を「海の見えるハーブ園」をテーマに
造園事業をしてきました。簡単にはいかないこともありましたが、現在はハーブ
などの植物が海風にさらされても元気に育つ土台ができました。今回さまざまな
方の協力や応援により作ることができました。

団 体 名：志布志俵踊り保存会
�事 業 名：俵踊りの三味線・太鼓の唄などから採譜（譜面化）し、CDやカセットテー
プに残し、保存する。
�事業実績：踊りの演奏（三味線・太鼓・唄）を専門家に託して譜面化しました。また、
市の民俗芸能会に参加し、俵踊りを広く PRし、後継者の発掘と育成につなげま
した。

もっと身近に

男女共同参画

セミナーの様子

■問い合わせ先：
　企画政策課　男女共同参画推進室
　℡：474-1111（内線 250・258）
相談フリーダイヤル：0120-786-054
（土・日・祝日除く　8時 30分～ 17時）

■問い合わせ先：
　企画政策課　地域政策係
　℡：474-1111（内線 257・252）
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。
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31-2

【今月の納税】

●国民健康保険税（１期）　　　●介護保険料（１期）
●後期高齢者医療保険料（１期）
納期限：５月７日（月）　口座振替：４月 25日（木）

■問い合わせ先：
　税務課　滞納整理係
　℡：474-1111（内線 152・153）
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の
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で
、
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年
２
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以
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を
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っ
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の
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れ
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ま
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。

　

な
お
、
こ
れ
か
ら
出
産
予
定
の
方
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予
定
日
の
６
ヶ
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前
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す
の
で
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速
や
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役
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係
ま

で
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い
。

■問い合わせ先：
●市役所　市民環境課　年金係
　℡：474-1111（内線 116）
●鹿屋年金事務所
　℡：0994-42-5121
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文芸
Japanese Poem of 31syllables *Haiku Poem*Comic Haiku*

from　東京駐在所　
志布志市東京駐在所から日頃の活動やイベントの
様子などをご紹介します。

◆３月の新刊

【 一 般 】
「陰陽師　女蛇ノ巻」　夢枕　獏／著　文藝春秋
「くらやみガールズトーク」　朱野　帰子／著　角川書店
【 児 童 】
「言葉屋６　裏方たちのおもてなし」
　久米　絵美里／作　もとやま　まさこ／絵　朝日学生新聞
「悪ガキ７　よろずお悩み解決します」　宗田　理／著　静山社

◆図書館からのお知らせ・イベント情報

●緑陰読書会にみんなおいでよ！
　4月 27 日（土）10 時～　文化会館前庭
　�　子どもの読書週間にあわせて、新緑の木陰で緑陰
読書会を開催します。親子や家族、幼稚園・保育園
で緑陰読書会に参加しませんか。

●おはなし会（本館）：10時 30分～
　【4月】13日・20日・27日（緑陰読書会）
　【5月】� �４日・11日・18日
●アニメ上映会：日曜日 15時～　志ふれあい交流館
　【4月】14日・21日・28日
　【5月】� ��5 日・12日・19日
●休館日
　【4月】15日・17日・22日・30日
　【5月】���� 7 日・13日・15日・20日

「小説�映画�ドラえもん�
　　　のび太の月面探査記」
藤子・F・不二雄／原作　辻村　深月／著

　ドラえもんのひみつ道具を使って、
月の裏側にウサギ王国を作ることに。
そんなある日、のび太のクラスに謎の
転校生がやってきて…。2019 年 3 月公
開の同名映画の脚本を手がけた辻村深
月が、自ら書き下ろした長編。

図書館へ行こう。
一冊の本との出会いがあなたの人生を変える

■問い合わせ先：志布志市立図書館　℡：472-3322

　人口が集中する東京では、全国の特産品や商材
を PRするイベントが数多く開催され、自社商品の
魅力をお客様に届けるべく全国の事業者がしのぎを
削っています。
　志布志市からも年間を通して多くの事業者がさま
ざまなイベントに出展し、特産品の販売を通して本
市を PRしていただいています。
　先月は、大阪府の京セラドームで開催された関西
かごしまファンデー、東京都の日本橋三越本店や東
武百貨店池袋店で開催された鹿児島展など、多くの
イベントに本市の事業者が参加され、芋焼酎やさつ

まあげ、ちりめん、芋菓子などを販売し、来場者の
皆様に購入していただきました。
　今や食の安心・安全は当たり前の中、「いかにし
てお客様に自社商品を選んでいただくか」「食材の
クオリティーだけでなく、パッケージのデザインや
提供方法、生産現場の背景（ストーリー）を商品に
盛り込めるか」が重要となっています。
　東京駐在所では、毎週のように都内で開催される
各種イベントの視察や直接販売を通して、さまざま
な情報を市観光特産品協会の会員の皆様へ提供でき
るよう活動しています。

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

総が

ん

ぶ
入
歯
ゆ
ば　

誰だ

い
か
盗と

っ
た
ち　

婆ば

が
大う

そ

ど
騒
動　
　
　

新
路
め
だ
か

(

唄
）　

警け
い
さ察
つ
呼よ

べ
ち　

家け
ね
じ
ゅ

族
中
を
叱く
る

っ

雑く

さ草
ん
ご
っ　

踏ふ

ん
た
く
ら
れ
っ　

強つ

よ
生い

き
っ　
　
　

木
藤　

冨
美

(

唄
）　

難な
ん
ぎ儀
し
た
と
が　

年と

す
取と

っ
実み
の

っ

オ
ー
ル
五ご

を　

間ま

っ違
げ
じ
ゃ
ね
か
ち　

子こ

を
褒ほ

め
っ　
　

樋
渡
草
団
子

(

唄
）　

私あ
た

い
似に

た
が
ち　

内ね
し
ゅ心
で
な
思お
も

っ

草く
さ
む
し毟
い　

勿て

こ

ね

や

せ

体
無
野
菜
ず
い　

引ひ

っ
抜こ

げ
っ　
　
　
　
　

新
地　
　

誠

(

唄
）　

せ
っ
か
出で

た
芽め

を　

素す

に抜
っ
叱が

ら
れ
っ

間ま

っ違
げ
な
し　

貴は

ん方
が
子こ

じ
ゃ
っ
ち　

短み
し

け
足あ
し　

　
　
　

伊
地
知　

孝

(

唄
）　

い
ら
ん
心せ

わ配
じ
ゃ
が　

将や

が来
つ
見み

っ
ち
ょ
れ

す
っ
さ
ろ
ち　

内ね
し
ゅ心

じ
ゃ
思お
も

ど
ん　

利き

か
ん
五ご

て体　
　
　

満
留　

ぐ
み

(

唄
）　

年と
し

な
勝か

て
ん
ち　

友ど

し達
と
ほ
ろ
め
っ

肩か
た

叩た

て
っ　

お
い
こ
ら
言ち
ゅ

た
や　

人ひ
と
ま
っ

間
違
げ　
　
　
　
　

新
地　

十
意

(

唄
）　

何な
い

か
用ゆ

し事
か
ち　

恐お
そ

ろ
し
目め

つ付
っ

俳
句
（
は
つ
は
な
俳
句
会
）

前
を
見
て
今
を
生
き
よ
う
喜
寿
の
春

記
念
樹
の
子
は
十
二
歳
桃
の
花

雛
様
に
よ
く
似
た
孫
の
顔
か
た
ち　

春
祭
り
年
に
一
度
の
客
を
呼
ぶ　
　

黄
水
仙
ひ
し
め
き
咲
い
て
香
り
立
つ　

登
校
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
も
花
吹
雪　

故
郷
を
駆
け
る
駅
伝
早
春
賦　
　
　
　

万
葉
を
諳そ
ら

ん
じ
春
の
月
夜
か
な　
　

こ
の
御
代
を
送
る
春
風
吹
い
て
を
り　

俳
句
（
志
布
志
左
右
句
会
）

寒
椿��

寒
さ
堪
え
て��

実
を
付
け
る��������　
　
　
　
　

西
山　

一
郎

さ
ん
ふ
ら
わ
あ��

志
布
志
懇
親
会��

始
ま
っ
た　
　
　

吉
村　

公
平

梅
真
白��

音
信
絶
え
し��

友
あ
り
て　
　
　
　
　
　
　

肥
後　

洋
子

さ
ぎ
れ
石��

磯
打
つ
波
に��

松
の
風　
　
　
　
　
　
　

岩
根　

長
初

野
に
伏
し
て��

土
筆
四
、五
本��

握
り
し
め　
　

��　
　

伊
藤
悠
一
郎

春
一
番��

独
り
娘
が��

嫁
に
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

暉
峻　

康
瑞

薩
摩
路
と��

大
隅
つ
な
ぐ��

春
駅
伝　
　
　
　
　
　
　

里
平　

信
義

桜
見
し��

飲
ん
で
騒
い
で��

春
の
風　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

泉

遠
き
日
の��

三
人
娘
ら
の��

雛
飾
る　

��　
　
　
　　
八
久
保
千
鶴
子

彼
岸
花��

黄
金
た
ん
ぼ
に��

紅
を
さ
し　
　
　
　
　
　

宮
ヶ
原
昌
平

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

田
起
こ
し
を
間
近
に
控
へ
冬
枯
れ
の
畦
焼
く
煙
と
炎
が
上
が
る　
　
　
　
　
　

福
元　
　

忍

つ
い
と
来
て
小
枝
に
雀
の
羽
づ
く
ら
ふ
春
め
く
陽
差
し
菜
花
の
蕾
む　
　
　
　

矢
野　

む
つ

甚
兵
衛
翁
一
望
の
開
田
断
ち
切
ら
れ
高
速
道
路
に
苦
き
溜
め
息　
　
　
　
　
　

野
口　
　

嵐

八
十
路
越
え
気
力
体
力
お
と
ろ
え
ど
歌
詠
む
今
を
喜
び
と
せ
ん　
　
　
　
　
　

澤
津
川
頼
子

女
の
孫
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
学
に
吾
の
不
安
を
安
堵
へ
誘
う　
　
　
　
　

萩　
　

幸
子

虫
食
い
の
白
菜
添
え
て
街
に
住
む
娘
の
夕
餉
に
と
畑
に
行
く
夫　
　
　
　
　
　

木
下
マ
キ
子

お
は
よ
う
と
今
日
も
楽
し
く
福
祉
館
健
康
づ
く
り
演
舞
楽
し
く　
　
　
　
　
　

大
原　
　

繁

氷
上
に
羽
根
ひ
ろ
げ
る
白
鳥
は
足
を
踏
み
踏
み
ま
る
で
踊
り
子　
　
　
　
　
　

水
上
カ
ズ
エ

躓
き
て
腰
骨
折
痛
さ
に
耐
え
医
術
の
進
歩
に
驚
ぐ
吾　
　
　
　
　
　
　
　

��������

石
峰
カ
ズ
子

昭
和
初
期
命
授
か
り
三
世
代
百
の
頂
点
達
成
目
指
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡　

国
博

そ
れ
ぞ
れ
に
学
び
し
技
の
発
表
に
あ
ら
た
め
て
知
る
あ
な
た
の
一
面　
　
　
　

橋
口　

裕
子

寒
椿
風
に
落
と
さ
れ
一
面
に
見
入
る
風
情
は
紅
の
地
図
な
り　
　
　
　
　
　
　

松
元　

文
子

一
夜
さ
の
寒
さ
い
ず
こ
に
宿
り
し
か
白
鳥
一
羽
ひ
ら
り
と
去
り
ぬ　
　
　
　
　

永
沼　
　

誠

鴬
の
社
参
り
か
枝
先
に
鳴
き
声
も
な
く
花
か
ら
花
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
清
水
ち
ふ
子

春
日　

フ
ク

横
山　

良
子

川
畑　

充
子

熊
谷　

玉
乃

松
元　

咲
子

城
之
園
よ
し
え

本
村　

湧
水

吉
村　

公
香

本
村
多
可
子

小学館

▲関西かごしまファンデー ▲東武百貨店池袋店でのイベント ▲ JR 有楽町駅前広場でのイベント
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ご家族からのメッセージ！

　いつも笑顔でひょうきんな

元晴。毎日笑いをありがとう。

志布志に来て２年、息子のお

かげでたくさんの方と知り合

えました。

　これからも元気にすくすく

大きくなってね。

元
もとはる

晴ちゃん（ 1 歳）

　志布志町安楽

●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　□□□�－�□□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４９２-

郵便はがき

志布志市役所��企画政策課

広報係　行
（No.160/2019-4)

ご家族からのメッセージ！

　ママにもパパにも優しくて甘

えん坊な陽音くん。ひょうきん

な所もあり、みんなをいつも笑

わせてくれます。これからもた

くましく元気に育ってほしいで

す。ひーくん、いつも元気をく

れてありがとう。

陽
ひ る と

音ちゃん（6歳）

松山町新橋

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
す
ご
さ

　

２
月
に
石
川
県
へ
行
き
、
社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
が
運
営
す
る
３

つ
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
昨
年
３
月
に
こ
の
法

人
の
理
事
長
で
あ
る
雄
谷
良
成
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

雄
谷
さ
ん
は
、
10
年
前
に
開
設
し
た
「
三
草
二
木　

西
圓
寺
」
と

い
う
施
設
で
、
障
が
い
者
と
高
齢
者
の
関
わ
り
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
効
果
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
気
づ
か
さ
れ
、
従

来
の
社
会
福
祉
の
世
界
で
続
く
「
障
が
い
者
は
障
が
い
者
だ
け
、
高

齢
者
は
高
齢
者
だ
け
、
子
ど
も
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
だ
け
」
と
い
う

縦
割
り
で
は
な
く
、「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
に
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
主
体
性
を
発
揮
で

き
る
機
会
や
場
を
大
切
に
し
、
地
域
住
民
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
取
組
や
拠
点
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

視
察
し
た
施
設
の
一
つ
で
あ
る
「Share

金
沢
」
は
、
１
万
１
０
０
０

坪
の
敷
地
に
、
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
や
訪
問
介
護
な
ど
の

福
祉
施
設
と
共
同
売
店
、
天
然
温
泉
、
レ
ス
ト
ラ
ン
（
就
労
支
援
施

設
）
な
ど
を
設
置
し
、
利
用
者
同
士
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

住
民
た
ち
が
楽
し
く
集
え
る
場
所
（
ま
ち
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
法
人
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
概
念

か
ら
、
高
齢
者
や
若
者
、
子
ど
も
た
ち
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
う

で
な
い
方
、
そ
し
て
港
や
農
業
、
漁
業
、
商
業
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交

流
・
連
携
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
や

に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ち
が
よ
り
一
層
活
性

化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
私
が
目
指
す
ま
ち
の

姿
で
あ
る
「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
ま
ち
」
に
近
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
で
し
た
。

市
長
コ
ラ
ム

下
平
晴
行

Ｑ .　現在のお仕事について教えてください。
Ａ .�　特別養護老人ホームやっちくで介護士として

勤務しています。主に利用者の入浴やトイレ、

食事などの日常生活の支援を行っています。毎

日、トレードマークである“笑顔”を意識して

仕事に取り組んでいます。

Ｑ .　趣味や好きなことは？
Ａ �.　温泉巡りや映画鑑賞、月１回職場の人と行くゴ

ルフが楽しみです。（スコア 100 を切れるように

頑張ってます）

Ｑ .　これからの目標は？
Ａ �.　利用者の皆さんに元気になってもらえるよう、

そして楽しんでもらえるよう、これからも体に

気をつけて、頑張っていきたいです。

　　詳矢さん（25歳）

　曽於市末吉町

千
ち ひ ろ

公ちゃん（ 2歳）

志布志町安楽

ご家族からのメッセージ！

　たくさん食べて、たくさん遊ん

で元気に過ごしてくれてありがと

う。笑っていても泣いていても、

どんなときでも千公の成長がうれ

しくて毎日がとても楽しいです。

これからもたくさん遊んでね。野

菜も食べてほしいな。

キラリ青春！

きくなあれ大

●
先
日
、
空
手
の
試
合
が
鹿
児
島
市
で
あ

り
、
私
の
７
歳
の
息
子
は
、
試
合
の
前
日

ま
で
熱
と
咳
が
ひ
ど
く
、
立
て
な
い
ほ
ど

の
状
態
で
し
た
が
、
当
日
、
熱
も
下
が
り
、

体
調
は
万
全
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
本

人
の
強
い
希
望
で
、
試
合
に
出
場
し
ま
し

た
。１
年
生
の
男
子
は
出
場
選
手
が
多
く
、

２
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

息
子
は
A
パ
ー
ト
の
決
勝
戦
ま
で
進
み
、

惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い
、
３
位
と
い
う

結
果
で
し
た
。
本
人
は
優
勝
を
狙
っ
て
い

た
の
で
、
３
位
と
い
う
結
果
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
・
・
・
。
次
の
５

月
の
大
会
で
挽
回
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

　
　
　
（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ　

40
代
女
）

▼
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

体
調
が
万
全
で
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
３
位
と
い
う
成
績
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
成
長
す
る
に
つ
れ
て
力
も

つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
次
の
試
合
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
第
６
回
全
国
城
サ
ミ
ッ
ト
in
か
ご
し
ま

志
布
志
の
表
紙
を
飾
る
写
真
、
熊
本
城
お

も
て
な
し
武
将
隊
を
含
め
て
か
っ
こ
良

か
っ
た
で
す
。
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
志
布
志
城
の
模
型
を
見
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
お
伺
い
し
た
い

で
す
。　
　
　
　
　
（
シ
ョ
ウ　

70
代
男
）

▼
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

熊
本
城
お
も
て
な
し
武
将
隊
の
迫
力
あ

る
演
舞
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
志
布

志
城
の
模
型
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

302019（平成 31）年 4 月　市報しぶし 
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★アンケート★【4月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】
　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見など何でもお好きなこと

を書いてください（一部修正して掲

載する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」�

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

読者プレゼントを　□希望する　□希望しない（該当する□にチェックを入れてください）

↑点線に沿って切り取ってください。（はがきでも応募できます）

●貿易船入港隻数：46 隻（日本０　外国 46）

●輸出：８億 93 百万円

　主な品名：ゴム製品、原材料（木材）

●輸入：113 億７百万円

　主な品名：穀物（とうもろこし）、飼料（植物性油かす）

平成 31年２月末現在市 の 人 口 志 布 志 港 平成 31年 1月分

人口：３１，４８５人（▲ 11 人）

男性：１４，９６７人（＋ 19 人）

女性：１６，５１８人（▲ 30 人）

転入：95 人　転出：90 人　出生：22 人　死亡：38 人

世帯数：１５，６１０戸（▲ 10 人）

今月の
読者プレゼント

（１名様）

　今月の読者プレゼントは、川崎染工場より、ご自分の家紋などを入

れた「オリジナル額」を１名様にプレゼントします。（サイズ：A4 く

らい、一色）　上の「お便り」ハガキを使ってご応募ください。

　当選者には、後日市観光特産品協会の担当者からご連絡があり、オ

リジナル額を作成する準備を行い、完成後お渡しします。

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 721【 ▲ 2 5 6 】 9 【 ▲ 7 】

死者数 6【 � ▲ 7 】 1 【 ＋ １ 】

傷者数 814【 ▲ 3 3 2 】 11 【 ▲ 6 】

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 31年２月末現在累計（Ｈ 31年１月～２月）�

�※【　】は昨年比

【
編
集
後
記
】
花
粉
症
と
闘
い
な
が
ら
、

市
報
し
ぶ
し
４
月
号
を
作
り
ま
し
た
。

今
ま
で
と
違
う
場
所
に
コ
ー
ナ
ー
が

あ
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
が
見
慣
れ
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
市
の
広
報
紙

や
雑
誌
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
真
似
し
た
り

し
て
、
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
年
度
途
中
で

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。「
平
成
」
の
元
号
も
残

す
と
こ
ろ
あ
と
20
日
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
生
ま
れ
の
私
と
し
て
は
、
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
時
代

「
令
和
」
に
な
る
ド
キ
ド
を
胸
に
、
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
市
報
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
牛
込
）

　読書が大好きで、年間
100 冊も読むそうです。
将来の夢は、動物愛護セ
ンターで働くことです。
これからも夢に向かっ
た頑張ってください。

　　汐
き よ か

花さん

尾野見小学校６年

ー題　字ーー今月の表紙ー 　３月３日に行われた
ポートマラソンの写真
です。今回で最後とな
りました。これまでの
つらかった練習、そし
て走りきった気持ちが
伝わってきました。参
加された皆さん、お疲
れ様でした。

こちらのコーナーは、
インターネット版では
ご覧いただけません。
ご了承ください。
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水 道 修 繕 当 番 店

※�水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をしないと基本料金が発生
します。水道使用の予定がない場合は中止の手続きをお勧めします。
中止した水道を再度使用する場合は、1,000 円で開始できます。
※道路などで水が出ている時は水道課へご連絡ください。

松 山 地 域
４ 月 大 迫 建 設 ℡ 487-2058
５ 月 加世田建設 ℡ 487-2057
５月３日 イ ケ ダ ℡ 487-8771
５月４日 今 井 水 道 ℡ 487-8868
５月５日 大 迫 建 設 ℡ 487-2058

志布志地域
４ 月 ９ 日 ～ ４月 15 日 志布志水道 ℡ 472-3540
４月 16 日 ～ ４月 22 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081
４月 23 日 ～ ４月 29 日 高 吉 組 ℡ 472-0721
４月 30 日 ～ ５ 月 ２ 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050
５ 月 ３ 日 志布志水道 ℡ 472-3540
５ 月 ４ 日 高 吉 組 ℡ 472-0721
５ 月 ５ 日 宮 崎 水 道 ℡ 472-1081
５ 月 ６ 日 崎 田 建 設 ℡ 473-0050
５ 月 ７ 日 ～ ５月 13 日 志布志水道 ℡ 472-3540

有 明 地 域
４ 月 ９ 日 ～ ４月 15 日 池 崎 建 設 ℡ 475-2068
４月 16 日 ～ ４月 22 日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008
４月 23 日 ～ ４月 29 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113
４月 30 日 ～ ５ 月 ２ 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440
５ 月 ３ 日 池 崎 建 設 ℡ 475-2068
５ 月 ４ 日 郡 山 工 業 ℡ 475-0008
５ 月 ５ 日 西 江 建 設 ℡ 474-2113
５ 月 ６ 日 山 中 水 道 ℡ 474-1440
５ 月 ７ 日 ～ ５月 13 日 池 崎 建 設 ℡ 475-2068

スポーツ少年団の活
動

　　　　　　　を紹
介します！

平成31年度は

スポーツ少年団の活
動

　　　　　　　を紹
介します！

平成31年度は

■問い合わせ先：水道課　工務係　℡：472-1111（内線 263）
広
告

広
告

広
告

広
告
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E-m
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info@
city.shibushi.lg.jp　

URL：
http://w

w
w
.city.shibushi.lg.jp

℡
：
099-474-1111　

Fax：
�099-474-2281

【暮らしのカレンダー】

※１予約不要、相談料無料（市社会福祉協議会）　
　　健康ふれあいプラザ　℡：472-1800
　　老人福祉センター　℡：487-2001
　　市民センター　℡：474-0310　　　
※２法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課
　　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※３ 移動年金相談は事前予約制です。市役所本庁また

は各支所国民年金担当係までご連絡ください。
※４詳しくは 17ページをご覧ください。
※５ 法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係
　　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。

４月
10 日 水

●心配ごと相談【志布志】　※１
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

11 日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

12 日 金

13 日 土

14日 日

15 日 月

16日 火

●心配ごと相談【松山】　※１
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●大隅地区司法書士無料法律相談　※２
　（13：00 ～ 15：00　志布志支所５階会議室）

17 日 水

●女性支援相談室
　（13：00 ～ 17：00　有明地区公民館）
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00　はぐくみランド）

18 日 木

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00　伊﨑田公民館）
●行政相談
　（13：00 ～ 16：00　志布志支所５階会議室）

19 日 金
●特設人権相談
　（10：00 ～ 15：00　有明地区公民館小会議室１）

20日 土

21 日 日

22日 月
●心配ごと相談【有明】　※１
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）

23 日 火

24日 水

●心配ごと相談【志布志】　※１
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）
●松山子育てサロン　のびのびすくすく
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）

25 日 木

26日 金

27日 土

28日 日
●志布志お釈迦まつり　前夜祭
　（18：00 ～　宝満寺境内）

29 日 月
●志布志お釈迦まつり　本祭
　（９：30 ～　宝満寺境内、市街地）

30日 火

５月
１日 水

２日 木

３日 金

４日 土

５日 日

６日 月
●志布志商店街「こどもの日」イベント　※４
　（９：00 ～ 15：00　志布志支所駐車場）

７日 火

●心配ごと相談【松山】　※１
　（10：00 ～ 15：00　老人福祉センター）
●心配ごと相談【有明】　※１
　（10：00 ～ 15：00　市民センター）
●大隅地区司法書士無料法律相談　※５
　（13：00 ～ 15：00　本庁３階会議室）

８日 水
●心配ごと相談【志布志】　※１
　（10：00 ～ 15：00　健康ふれあいプラザ）

９日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30　健康ふれあいプラザ）

10 日 金

11 日 土

12 日 日

13日 月

14日 火

●一般ごみ等の収集日時：通常通り　　●一般ごみ・粗大ごみの直接搬入：５月２日（木）のみ

4/28 4/29 4/30 5/1 ～ 5/6 5/7 市管理施設・指定管理施設

○ ○ 休 ○ 休 市文化センター、やっちくふれあいセンター、市立図書館、志ふれあい交流館、埋蔵文
化財センター、松山歴史民俗資料館、有明農業歴史資料館、各地域の体育施設

○ ○ 休 休 ○ 各条例公民館（市内９か所）

○ ○ ○ ○ ○ 市総合観光案内所・ダグリ岬遊園地・国民宿舎ボルベリアダグリ・蓬の郷

４月 28 日から５月７日までの開館（休館日）のお知らせ


